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3 4 3 4 今後の方向性 拡大・充実

必要性 達成度 今後の方向性 拡大・充実

訓練回数を多くし、少しでも訓練参加者を増やす必要があります。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

0

11,278

電話番号係　　名

経常的事務事業 事業運営方法

総務係

効率性有効性二次評価者 総務予防課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性 災害対応の知識・技術の取得には、教育訓練が不可欠です。

総務係
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

過去の災害では支障なく防御活動が行われています。

市消防団員を対象とした事業のため、事業費は高額になっていますが、団員一人当たりの単価は低く抑えることができています。

サラリーマン団員が多くなり、また職業の多様化により昼間管内に勤務する団員が少なくなり、訓練参加者が減少しています。

達成度

効率性

総合防災訓練の実施

事業期間直営

019

課　　名 総務予防課

1021 事務事業名

事業区分

消防団研修・訓練事務

非該当

団幹部への緊急連絡体制及び災害時での防御活動が円滑に行われています。
消防団全体での訓練が困難であれば、分団内又は部内での訓練も必要に応じて検討します。
上級幹部への教育訓練が充実しつつあるが、更なる指揮訓練の充実を図ります。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.100

0.000

0.100

0.000

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

災害活動の専門家でない消防団員に教育・訓練は必要です。

事業の目的

根拠法令消防団員
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二次評価で
の指摘事項

活動内容

2

成果指標

Ｐ
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直接事業費

平成

消防資機材の取扱要領訓練

基本的な訓練礼式

消防ポンプ操法の訓練

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

0.000

8,106

754

0

平成

部隊指揮訓練

主要施策

公的関与

消防法

細事務事業名

syobohonbu@city.toon.ehime.jp089-964-5210 メールアドレス

実施計画

第１章 地球と共生する快適環境のまち政策目標 ６ 消防・防災体制の充実政策項目

0

0

回

指標名 計算式又は指標設定理由

災害被害の軽減

0.100

0

11,278

743

平成21年度

2

1

平成20年度

1

平成22年度

2

備　　　　考

0

0

0

8,106

12,021

0

0

0

9,669

9,669

755

0

10,424 8,860

大規模災害発生時に、当市の消防力を最大限に発揮
できるようにします。

最終的 今年度
新入団員に対して基本的な消防の技術を、中堅団員には技
術及び指揮能力の向上をができるようにします。

消防

年度決算 年度決算 年度予算




